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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月25日(2017.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　調節式コンタクトレンズであって、
　軟質コンタクトレンズ材料内に封入されている調節式モジュールを備え、
　前記調節式モジュールは、シールされたモジュールを備え、前記シールされたモジュー
ルは、
　チャンバであって、前記チャンバは、前記チャンバの周囲に延在する支持構造を備え、
前記支持構造は、上側部分および下側部分を備える、チャンバと、
　前記チャンバを画定するように、それぞれ、前記上側部分および前記下側部分に結合さ
れている、上側膜および下側膜と、
　それぞれがチャネルを備える１つ以上の延在部と、
　前記１つ以上の延在部を用いて前記チャンバに結合されている１つ以上のチャンバであ
って、前記１つ以上のチャンバは、流体を備える、１つ以上のチャンバと
　を備える、調節式コンタクトレンズ。
【請求項２】
　前記支持構造は、流体が前記１つ以上のチャンバから前記チャンバに伝送されるときに
前記上側膜または前記下側膜のうちの１つ以上の光学歪曲を阻止するために、前記コンタ
クトレンズが調節をするとき、前記支持構造近傍の前記上側膜および前記下側膜の外側部
分間に略固定距離を伴って、前記上側膜および前記下側膜を保持する、請求項１に記載の
調節式コンタクトレンズ。
【請求項３】
　前記シールされたモジュールは、前記軟質コンタクトレンズの光学の幾何学的中心が、
流体モジュールのチャンバの幾何学的中心と共線形であるように、前記軟質コンタクトレ
ンズの内側に位置する、請求項１に記載の調節式コンタクトレンズ。
【請求項４】
　前記１つ以上の延在部のそれぞれのチャネルは、断面幅および断面高さを備え、前記断
面幅は、前記断面高さを上回り、前記１つ以上の延在部のそれぞれは、上側膜および下側
膜を備える、請求項１に記載の調節式コンタクトレンズ。
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【請求項５】
　前記断面幅は、約１０ｕｍ～約１．５ｍｍの範囲内の距離を備え、前記断面高さは、約
１０ｕｍ～約５０ｕｍの範囲内の距離を備え、前記延在部は、約０．５ｍｍ～約３ｍｍの
範囲内の前記チャンバと前記１つ以上のチャンバとの間に延在する距離だけ延在する長さ
を備える、請求項４に記載の調節式コンタクトレンズ。
【請求項６】
　前記チャンバおよび前記１つ以上のチャンバはそれぞれ、正圧を備え、前記正圧は、前
記チャンバと２つ以上のチャンバとの間の流体連通および応答性を促進するために、前記
チャンバの上側膜と前記１つ以上のチャンバの上側膜との偏向を提供し、前記チャンバの
上側膜は、第１の弾性偏向を備え、前記１つ以上のチャンバの上側膜は、第２の弾性偏向
を備え、前記第１の弾性偏向の力は、前記チャンバおよび前記１つ以上のチャンバ内の流
体の圧力を維持するために、前記第２の弾性偏向の力に対抗する、請求項１に記載の調節
式コンタクトレンズ。
【請求項７】
　前記コンタクトレンズの上部表面および底部表面は、前記モジュールにわたって延在し
、前記流体の屈折率は、約１．４４～１．５５の範囲内であり、前記上側膜および前記下
側膜は、約０．０５以内までに類似する屈折率を備え、前記チャンバは、約３ｍｍ～約５
ｍｍの範囲内の内径を備える、請求項１に記載の調節式コンタクトレンズ。
【請求項８】
　前記調節式モジュールは、前記チャンバまたは前記１つ以上のチャンバのうちの１つ以
上に接続されているアンカを備える、請求項１に記載の調節式コンタクトレンズ。
【請求項９】
　前記アンカは、複数の開口部を有するフランジを備え、前記コンタクトレンズの軟質材
料は、前記複数の開口部を通して延在する、請求項８に記載の調節式コンタクトレンズ。
【請求項１０】
　前記アンカは、前記チャンバの周囲に位置する複数のアンカを備え、前記複数のアンカ
のそれぞれは、フランジ内に複数の開口部を備える、請求項８に記載の調節式コンタクト
レンズ。
【請求項１１】
　前記アンカは、複数のアンカを備える、請求項８に記載の調節式コンタクトレンズ。
【請求項１２】
　前記支持構造は、前記チャンバの周囲に延在する、リング、卵形、または環状体のうち
の１つ以上を備え、前記支持構造は、前記チャンバを横断する最大寸法を画定し、前記チ
ャンバを横断する最大距離は、上側表面または下側表面のうちの１つ以上の曲率が増加し
て、増加された光強度を提供するとき、略固定のままである、請求項１に記載の調節式コ
ンタクトレンズ。
【請求項１３】
　前記モジュールは、前記コンタクトレンズから除去されるとき、自己支持可能な自己支
持モジュールを備える、請求項１に記載の調節式コンタクトレンズ。
【請求項１４】
　前記モジュールは、上側厚を有する上側面と、前記上側厚を上回る下側厚を有する下側
面とを備え、前記モジュールは、前記上側面と前記下側面との配向を示すための印を備え
る、請求項１に記載の調節式コンタクトレンズ。
【請求項１５】
　前記コンタクトレンズは、眼の屈折異常を矯正するための光学矯正ゾーンを備え、眼瞼
係合チャンバ、延在部、支持構造、またはアンカのうちの１つ以上は、少なくとも部分的
に、前記光学矯正ゾーン内に延在し、前記アンカの少なくとも一部は、前記光学矯正ゾー
ン内に延在し、前記少なくとも一部を通して透過される光は、前記眼の視力を矯正し、前
記アンカは、１つ以上の開口部を備え、前記コンタクトレンズ材料は、前記１つ以上の開
口部を通して延在し、光透過性支持材料は、前記１つ以上の開口部の周囲に延在し、前記
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開口部を画定し、前記光透過性支持材料および前記コンタクトレンズ材料は、光学アーチ
ファクトを阻止するための類似する屈折率を備える、請求項１に記載の調節式コンタクト
レンズ。
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